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新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
空
港
公
団
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
に
千
葉
市
か
ら
成
田
市
ま
で

の
航
空
燃
料
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
を
公
表
し
、
千
葉
市
内
の
一
部
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
埋
設
し
た
（
以
下
「
既

設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
。
空
港
公
団
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
右
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
の
変
更
計
画
案
を

公
表
し
た
（
以
下
「
新
計
画
」
と
い
う
。
）
。 

一 

空
港
公
団
総
裁
は
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
一
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
「
ル
ー
ト
の
案
に
つ
い 

 

て
、
公
団
と
し
て
の
大
体
の
腹
案
が
で
き
、
そ
れ
を
関
係
機
関
に
話
し
て
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
」
と
い
う

趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。 

 
1 

こ
の
発
言
に
お
け
る
腹
案
は
、
新
計
画
の
ル
ー
ト
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た 

こ
の
経
緯
に
関
し
、
法
令
上
に
わ
か
に
理
解
し
難
い
行
為
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
質
問
す
る
次
第
で
あ
る
。 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
の
燃
料
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

5 

空
港
公
団
は
、
既
設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
う
ち
千
葉
市
長
所
管
の
道
路
に
お
け
る
道
路
占
用
許
可
を
、
昭
和

四
十
八
年
四
月
以
降
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
、
ま
た
そ
れ
が
必
要
で
あ
つ
た
か
否
か
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

4 

空
港
公
団
が
、
既
設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
原
状
回
復
工
事
の
た
め
の
調
査
検
討
を
開
始
し
た
期
日
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

3 

空
港
公
団
が
、
既
設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
土
地
管
理
者
（
千
葉
県
知
事
、
千
葉
県
企
業
庁
長
、
千
葉
市
長
）
に

対
し
て
、
既
設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
用
し
な
い
と
い
う
意
志
表
示
を
行
つ
た
期
日
及
び
方
法
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

2 
空
港
公
団
が
、
新
計
画
を
千
葉
県
知
事
及
び
千
葉
市
長
に
公
式
に
提
示
し
た
期
日
を
明
ら
か
に
さ
れ
た 

い
。 

い
。 

四 

 



 

二 

既
設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
し
千
葉
市
長
は
、
空
港
公
団
に
対
し
て
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
七
日
付
で
、
道 

8 

既
設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
用
し
な
い
こ
と
を
新
計
画
公
表
以
前
に
公
表
し
な
か
つ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

7 

行
政
資
産
の
目
的
外
使
用
許
可
に
当
た
つ
て
は
許
可
の
要
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
既
設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

が
本
来
の
使
用
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
時
に
は
、
許
可
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
る

こ
と
は
自
明
で
あ
つ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
港
公
団
は
、
新
計
画
の
腹
を
固
め
て
か
ら
既
設
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
原
状
回
復
の
た
め
の
調
査
検
討
を
始
め
る
ま
で
、
一
年
間
以
上
を
費
消
し
た
。
そ
の
理
由
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

6 
空
港
公
団
が
千
葉
県
企
業
庁
長
か
ら
受
け
た
行
政
資
産
使
用
許
可
の
許
可
条
件
に
、
許
可
の
効
力
が
失
わ

れ
た
場
合
は
一
ヵ
月
以
内
に
原
状
回
復
を
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
相
違
な
い
か
。
事
実
と
す

れ
ば
、
こ
の
条
件
は
何
ゆ
え
必
要
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

三 

空
港
公
団
は
、
既
設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
発
基
地
と
し
て
千
葉
港
頭
に
給
油
施
設
を
設
置
し
た
（
以
下
「
港
頭
基

地
」
と
い
う
。
）
。 

1 

港
頭
基
地
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、
空
港
公
団
が
受
け
た
消
防
法
第
十
一
条
に
基
づ
く
設
置
許
可
及
び
完

成
検
査
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
期
日
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 

右
道
路
占
用
許
可
申
請
に
対
し
て
千
葉
市
長
が
行
つ
た
処
分
に
つ
い
て
、
期
日
、
文
書
番
号
及
び
内
容
を

す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

空
港
公
団
が
既
設
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
し
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
以
降
に
千
葉
市
長
に
対
し
て
行
つ
た
道

路
占
用
許
可
申
請
の
期
日
、
文
書
番
号
を
場
所
ご
と
に
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 
千
葉
市
長
に
よ
る
右
請
求
の
法
令
上
の
根
拠
の
有
無
を
明
ら
か
に
し
、
該
当
す
る
法
令
と
そ
の
条
項
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

路
占
用
料
相
当
額
を
請
求
し
た
。 

六 

 



 

3 

港
頭
基
地
を
管
理
す
る
法
律
が
変
更
さ
れ
た
場
合
、
安
全
性
に
か
か
わ
る
技
術
基
準
の
実
質
的
内
容
に
差

違
が
生
じ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
実
際
、
消
防
法
に
基
づ
く
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る

規
則
（
以
下
「
消
防
法
規
則
」
と
い
う
。
）
と
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
事
業
用
施
設
の
技
術
上
の
基
準
の
細

目
を
定
め
る
告
示
（
以
下
「
事
業
法
告
示
」
と
い
う
。
）
の
間
に
は
、
対
応
す
る
条
項
の
技
術
内
容
が
異
な
る
部

分
が
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
防
油
堤
の
容
量
に
つ
い
て
、
消
防
法
規
則
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
は

タ
ン
ク
容
量
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
定
め
て
い
る
の
に
対
し
、
事
業
法
告
示
第
六
十
七
条
第
一
号
は
タ

ン
ク
容
量
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
定
め
て
い
る
。 

2 
港
頭
基
地
が
消
防
法
第
三
章
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
つ
た
期
日
及
び
理
由
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

右
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
及
び
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
、
必
要
に
し
て
十
分
な
数
字
で
あ
る
理
由 

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

 

八 

4 
防
油
堤
の
高
さ
に
つ
い
て
、
消
防
法
規
則
第
二
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
数
字
が
事
業
法
告
示
第

六
十
七
条
第
二
号
に
定
め
る
数
字
と
異
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
が
必
要
に
し
て
十
分
で
あ
る
理
由

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

5 

消
防
法
規
則
を
改
正
す
る
に
当
た
り
、
事
業
法
告
示
の
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
で
よ
い
と
判
断
し
た

理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


